
　学習進捗と習熟度チェック　
学習方法：レッスン、本、Erina English Online Lesson Textbook（以下、Textbook)
身についたの基準：人に説明できる・何も見ずに自分の言葉で説明、話せる

学んだ回数は学習した回数を記入してください。
自己判断でいいので、できたら「理解できた」「身についた」のところに「○」を記入してください。

学習ステップ
① わからないところを発見する

② わからない⇒わかる（理解できた） ※繰り返し反復を行う｜1回では無理！何度も繰り返しやる

③ わかる⇒身についた

受講生記入項目
　学んだ回数　→　学習した回数を記入

　 　理解できた　→　「わかった！」と思ったら、○を記入

　身についた　→　他人もしくは自分に対し、説明ができるようになったら、○を記入

受講生記入項目
No.1 英語学習の全体像 学習方法 学んだ回数 理解できた 身についた 講師チェック

目的目標の設定とその方法 レッスン
Oxford English Grammar Testを受けてみる テスト
英語の勉強を継続するためにやる3つのこと Textbook
多くの日本人が英語を話せない決定的な理由 Textbook
絶対ダメ！日本人がやりがちな失敗する勉強法 Textbook

No.2 発音
日本人が英語の発音を苦手と感じる理由 Textbook
アクセントとイントネーション Textbook
発音記号 Textbook
英語の音の秘密5つ Textbook
発音の練習方法（リスニングにも効果あり） Textbook
一般動詞現在形の語尾「es」の発音 Textbook
一般動詞過去形の語尾「ed」の発音 Textbook

No.3 文法
絶対に英文法を学んだ方が良い理由 Textbook
【超重要】英文法の3つの基礎・概要（品詞・文型・時制） Textbook
誰でも簡単に文章を量産する方法 Textbook
自己紹介を作ってみよう Textbook
世界一わかりやすい英文法の授業を読む 本

一億人の英文法を読む 本
be動詞と一般動詞・疑問文、否定文の作り方 Textbook
名詞 Textbook
代名詞 Textbook
形容詞 Textbook
副詞 Textbook
冠詞 Textbook
5文型の理解（例：get） Textbook
There is(are)構文 Textbook
一般動詞の自動詞・他動詞 Textbook
SVCの形をもつ動詞 Textbook
SVOOの形をもつ動詞 Textbook
SVOCの形をもつ動詞 Textbook
時制の理解 Textbook
現在形 vs 現在進行形 Textbook
過去形 vs 現在完了形 Textbook
未来形：will vs　be going to Textbook
助動詞 Textbook
疑問詞8つ Textbook
関係代名詞の概要 Textbook
関係代名詞（主格） Textbook
関係代名詞（目的格） Textbook
不定詞 Textbook
to不定詞を含む、よく使う英語の型 Textbook
動名詞 Textbook
不定詞、動名詞両方もつ動詞 Textbook
不定詞(名詞的用法) vs 動名詞 Textbook
過去分詞形の使い方4つ Textbook



動詞Ving形の使い方4つ Textbook
thatの5つの使い方 Textbook
接続詞 Textbook
比較表現（as~as、比較級、最上級) Textbook
as ~ as　表現 Textbook
比較級・最上級　表現 Textbook
仮定法 Textbook
仮定法を含む慣用表現 Textbook
前置詞30個 Textbook
基礎動詞の学習 Textbook
リーディングのコツ Textbook
ライティングのコツ Textbook
日記を書いてみる Textbook
Oxford English Grammar Testを受けてみる（再）

No.4 単語
単語帳の選び方 Textbook
必須英単語5,000語を身につける方法とコツ Textbook
単語学習の具体的な方法(受動語彙と能動語彙） Textbook
世界一わかりやすい英単語の授業を読む 教材
自分で選んだ単語帳を1冊（初級） 教材
自分で選んだ単語帳を1冊（中級） 教材

No.5 コミュニケーション方法
ネイティブとの会話で、沈黙にならない方法 Textbook
会話で、相手に好印象を持ってもらう方法 Textbook
すぐ使える英会話フレーズ Textbook
人見知りでも、外国人の友達をつくる方法 Textbook
独り言英会話　具体的な練習方法 Textbook
オンライン英会話　具体的な練習方法 Textbook

【備考】

できるところ、やりたいとこをからどんどん学習を行ってください。

わからないところは、レッスン日を待たず、都度質問をしてください。

「何をやっていいのかわからない」など、些細なことでもいいので、必ず連絡をしてください。

可能な方は学習報告をしてください。

（例）
学習日：5月5日
学習内容：アクセントとイントネーションについて(1時間)、英単語(1時間)、世界一わかりやすい英文法の授業を読む(30分)
コメント：英文法の知識が身についている感じがする

なぜ、このようなことをするか？

英語学習を挫折する人の理由で多いのは、「どれだけ伸びたか分からない」「成長を実感できない」です。

どれだけやったか（量）とどれだけできたか（成果）を記録することで

やらなければいけないことが、見えてきます。

大変だと思いますが、成果を実感するために、記録をつけていきましょう！

　成果・結果　

Oxford English Level Test 受講日

リスニング（24問）

正答数・Level語彙（40問）

リーデング（20問）

文法（40問）

資格 取得日
TOEIC　400～600点
TOEIC　601～800点
TOEIC　801点以上

英検　3級
英検　準2級
英検　2級
IELTS　スコア5.0-5.5
IELTS　スコア6.0-6.5
IELTS　スコア7.0-7.5



（◎：ほぼ完璧、〇：できる、△：もう少し）
スピーキング 自己評価 講師評価

自分からあいさつができる

短めの自己紹介ができる

長めの自己紹介ができる

講師の話すことが聞きとれる

講師の基本的な質問に答えることができる

簡単な文だが、文を作れる
1日10分程度、独り言英会話ができる

接続詞などを使って、長めの文を作れる
1日30分程度、独り言英会話ができる

自分で発音の間違いに気づき直せる

自分で文法の間違いに気づき直せる

ネイティブの話すことが5割程度聴き取れる

ネイティブの話すことが7割程度聴き取れる

ネイティブの質問に答えることができる
ネイティブと30分程度、会話できた

ネイティブと30分以上、会話できた

スピーキング練習方法（英語を話す＝自分のことを話す） トピックの例
① トピックを決める 自己紹介、趣味、夢、休日の過ごし方
② 日本語で書く 仕事、学校生活、アルバイト、特技、家族など
③ 英語に直す

④ 英語を添削

⑤ 添削後、何度も読み込む（読まずに言えるようになるまで）

⑥ 自分の言葉で言えるようになる（気持ちをこめて）


